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トルコのクロム鉱床

高島清(鉱床音11)

最近丁.V.新聞紙上などにおいてクロム鉱石処

理の不手ぎわに関連する六価クPム公害が今更のよう

に取沙汰されてクロムというと直ちに公害の原兇

のようにいう人も多い.

しかしながらクロム資源の利用処理に関連しま

たその廃棄物処理に関して種々の技術的問題点はある

にしてもクロム資源はわが国の企業とくに製鉄

製鋼金属工業窯業化学工業など各種の基幹工業

部門に幅広く利用されておりこのような工業用原料と

して必要欠くべからざるものであることは言をまた

ない.

世界の資源輸入国のトップであるわが国は南アフリ

カロ』デシァなどから70万トン以上インドから

15万トン内外フィリピンから10万トンその他を含め

て年間90～100万トンのクロム鉱石の輸入を行なって

いるのが現状である､

このようなわが国としてはブラジルをはじめとして

他の資源保有国におけるクロム鉱床の開発輸入計画

ソ連中国など共産圏諸国からの輸入計画技どクロム

原料手当の今後の方向についていろいろ検討が行なわ

れている.ところが近年人種間題から国際間題

化している口』デシア南アフリカ狂どからのクPム鉱

石の輸入が苦しく怒る一方インド狂どからのクロム

鉱石が同国の鉱業政策上の問題とからみ輸入困難と

なっている現状としてわが国としては南米などのク

ロム鉱床開発輸入計画共産圏より原料輸入の検討を促

進するとともにさらにこれら以外からもクロム鉱石

原料の輸入を考えざるを得なく狂っている.そこで

クロム鉱資源を見放おすためにMinera1YearBook

(1972)をひもといてみると自由世界経済圏内のクロ

ム鉱石産出高は約600万トンその大半はアフリカ南

部地方から産出されている.この資料のなかで南ヨ

ｰ回ツバから中近東につ枚がるアルプスヒマラヤ造

山帯に沿って分布する超塩基性岩体からも南アフリカ

に次ぐ多量のクロム鉱石が生産されていることが注目

された.とくにトルコイランなどは従来からの

生産高からみても自由経済圏内でも重要なクロム鉱生

産地帯にあげられることは明らかである･

このような事情の下において筆者のトルコにおける

資料をもとに知りえたクロム鉱床の実情について記述

してみよう.

トルコの地質構造はアルプスｰヒマラヤ造山帯の一

部にあたり中生代後期から第三紀にわたってはげし
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第2図

K㎜INによる地質構造区と超塩基

性岩体分布の関係図

地中海｣辿㎞

戸構造断層(衝上断層を員む)

..….1'..地質構造区境界

い地殻変動が行なわれこれらの構造運動に関連するマ

グマの活動により地殻の弱線に沿って火成活動が行

なわれている.とくに地向斜地溝地盆恋どの海

底あるいは水中でも塩基性マグマの活動による火成

活動が行政われていることが知られている.最も特長

的恋ことは中生代から第三紀初期にわたっては海底火

山活動が最もはげしく行なわれた時期でありアナトリ

ア南部や北東部においては溢出した超塩基性熔岩や

火山砕屑物は石灰岩チヤ』トマｰル校とと共に累層

を形成し一般に“オフィオライト"と称せられる岩

層帯を形成している.これらのオフィオライトは海

底における火山活動による放出物と堆積物との組合せ

によるものであるところから火成活動の激しさ放出

物の性質堆積環境などの相違により地域的に著しい

地質の相異がみられることは勿論のこと構造運動の強

弱によっても地域的な変化があらわれている.

KETIN(1969)らによりトルコの地質は先カンブリ

ア系とされる古期岩石を基盤とし古生層中生層およ

び第三紀層が発達し古生代のバリスカン変動から中

生代のアルプスｰヒマラヤ造山期の地殻変動に関係する

酸性から塩基性部分的には超塩基性貫入岩体の活動が

知られこれらは構造運動に規制されてほぼ東西方向

の地質構造に従って配列しているとしトルコの地質構

造を分帯し北のポントス榴曲山脈南のトロス榴曲山

脈を骨組みとし北から南に

1)ポントス区

2)アナトリア区

3)トロス区

4)縁辺摺曲区(マｰティン区トルコでは縁辺榴曲

区と通称しているがこれはトノレコではクノレド区といラ呼

称カミ喜ばれ狂いためで本文ではこの地域の代表的地名を

とりマｰティン区とした)

と4地質構造区分を行なっている.

以上の4構造区分帯の中で超塩基性貫入岩体の主要

分布はポントス区とアナトリア区との境界主として

アナトリア区に包含される地区アナトリア区とトロス

区との境界およびトロス区の前帯に沿って分布しこ

れらは何れも地質構造上の弱線に沿っているものと考

えられている.

これらの超塩基性岩体はその貫入岩体の形態規模

岩質に多少の差異はあるカミ何れにしても一般的に磁

鉄鉱クロム鉄鉱などを含むことが知られている.従

ってこれらのクロム鉱物を含む超塩基性岩体を区分す

ると自然にその岩体の分布と一致する.

地理的環境を含めてクロム鉱床区を大別すると

a)アナトリア西北部区

b)アナトリア東部区

C)トロス西部区

d)トロス東部区

に4区分できる.

M.T.A.研究所によりまとめられた“トル:コのクロ

ム鉱床"(M.T.A.En.tit廿｡廿:C㎞omit.d.posit.ofTu･key

No.132.1966)カミ現在トルコのクロム鉱床を知る上

で最も便利なガイドとなっているがここではこの

資料に記載されているクロム鉱床を中心として記述し

たv･と思う.

トルコのクロム鉱床は1848年西部アナトリアのド

ルジュンベイｰタブジャンル地域のハルマンシック近

くではじめて発見されている,ζの発見から約125�
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年経過した現在までに全トルコにおいて発見された鉱

床の数は350以上にもおよんでいる.これらの鉱床

の大部分は個人企業あるいは鉱山師の手により十分

在地質的デｰタなしに探鉱開発あるいは採掘が行校わ

れたため乱掘のため休廃山のまま放置されている

ものも多い.トルコの生産はヨｰロッパなどの先進

工業国の盛衰に敏感に影響されソ連や他の世界の大

型ク目ム鉱山の生産量や市況に支配され易く生産量

の上下幅は大きい.最も生産量の多かった年は!957

年で年産100万トンにも達し最盛時の鉱山数は100

以上にも達したこともある.

最初の発見以来のクロム鉱総生産量は約1,500万､ト

ンそして1973年のエテイバンク(EtiBank)杜の資料

によれば総埋蔵量約1,000万トンとされている.

また一方M.T.A.研究所の推計ではクロム鉱

の埋蔵量は確定鉱量250万トン推定鉱量660万トン

合計910万トンにたっている.

最近のクロム鉱生産は年間60～90万トンであるとこ

ろからトルコのクロム鉱埋蔵量は約10～15年分が確

保されていることになりまた今後の探鉱活動にもと

づく期待鉱量を考えると現在の採掘規模で採掘をつ

づける限りでは約25～30年のポテンシアルをもつこと

が予想されてv'る.しかし恋がらトルコにおけるク

ロム鉱石は年とともに出鉱品位が低下することも予想

され今後10年をまたず高品位塊鉱の生産が減少し

選鉱精鉱と窯業用クロム原料鉱石の増大が考えられる.

現在トルコで稼行されいる主要クPム鉱山とその規

模を50頁に列記する.
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以上のような主要稼行クロム鉱山の現況既述の埋

蔵鉱量をべ一スとしてM.T.A.研究所クはム鉱床

担当主任研究員エンギン博士の語を聞けばトルコ全域

におけるクロム鉱賦存の規模はアナトリア東部とトロ

ス西部の両地区カ撮大でこれに次ぎアナトリア北西部
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主要稼行鉱川

(鉱山名)

(会社名)1(生産規模)

ζレリマ多)

ウチキョプリウ

孝㍑多)

ゴチェッキ

多づ々)

㌶ぐふ㍊)

オルハンェリ

リナルバシ

ノ･ルマンジック

エティバンク杜(Et三Bank)

トルコ鉱川合祉

(丁肚kMadenA.S.)

〃

工一ゲ金属会社

�来�����

ラシイサン会社

�慳���湃��

シツケティコジュマン会社

､(SitketiKocmanCo･)

K.テデマン会社

(K.DedeInanCo､)

ノ･イリウゲルマン会社

(Hay1i09e1manCo､)

合計

240t/目

�　
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ユ50
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トロス東部の順となる.

また鉱山開発が進展すると共に高品位鉱は少放く

なり必然的に選鉱カミ要望されるだろうし渋た一方

アダナ地域のようだ低品位鉱染状クロム鉱は耐火物の

主原料として利用される方向に進むだろうとしている.

一般にクロム鉱床としては普通クロム鉄鉱々床の

ことで一部に砂クロム鉱床がみられる.また鉱床

は超塩基性マグマの固結の際の分別晶出による正マグ

マ鉱床と熱水鉱床がある.正マグマ鉱床ではクロム

鉄鉱の結晶は磁鉄鉱などの金属鉱物と共に岩石の主

体をなすかんらん石や輝石などと共生し斑状縞状

鉱染状散点状などを示しまた結晶粒度の細かいも

のは濃集縞を示したり母芦に漸移するのが普通である.

また熱水鉱床は分別晶出したクロム鉄鉱を熱水鉱液に

より地質的弱線に沿って移動濃集するためしばしば

高品位大型鉱床を形成することがあるが特長として

脈石として熱水変質鉱物を伴いまた母岩中に熱水変

質が顕著にみられ地質構造と密接な関係を有する特長

がみられる.南アフリカの有名なブッシュベルトク

ロム鉱床のように母岩の平行裂かにとも狂うもの北

米やわが国の北海道のクロム鉱床のようにじやもん岩

の断層や裂かに沿って生成されているものは熱水性鉱床

に含まれている.トノレコでも一部のじやもん岩中の

鉱床は熱水性に含まれる.

何れにしてもクロム鉄鉱の晶出は熱水性前のマグ

マからの分別晶出によるものと考えられる.たとえば

トルコの大型鉱床であるクレマン地域においてもクロ

ム鉱石はI高品位の塊状鉱から低品位の縞状鉱染鉱ま

で幅広くまた母岩も粗粒かんらん岩からダナイト

じゃもん岩荏ど変化している.

西部のカパック鉱山地域も同様の大型鉱床が存在す

るが高品位鉱体は大部分採掘されている.

ブルサ南方地区やマノレマリスフェティェ地域のク

ロム鉱石は一般にFeO含有率が高くSiO･が低い特

第4図

トルコの代表的クロム

鉱石�
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長があり地域的に鉱石の組成に若千の相異がみられる

が一口で言うとトノレコ全体についてはクロム鉱石中

に含有されるMgOが多い傾向カミある.

現在トルコのクロム鉱石はその埋蔵量の3/5が採

掘されたことになっているがM.T.A.研究所では

これらのクロム鉱床探査を独自の立場で実施しており

とくにクロム鉱床は岩漿分化により生成されさらに

構造運動により鉱石鉱物が移動濃集を行なったとす

る構造規制の問題特に母岩の線構造や流理構造を中

心として探査が広域的に進められている.また現

在までに確認されている鉱床探査の鍵は地質構造岩石

鉱石の地域的特性のほか鉱床の上位をダナイト薄層

によりカバｰしていると言う事実である.そして鉱

床はこの薄いダナイト層の中にも伴われていることであ

りまたしばしばクロム鉱床やダナイトはかんら

ん岩のみでなくハルツバｰジャイトレｰルゾライト

のような含輝石かんらん岩中にも胚胎することを基準

としている.

はんれい岩中にはクロム鉱床はみられないがこれ

はこの岩石がクロム鉱床生成後に活動したことを示し

]部のクロム鉱床ははんれい若々脈により貫入されて

いることも普通にみられる現象である.

つぎにトルコのクロム鉱床はその地質構造的要因も

あり大型のものは稀である.現在までに確認されて

いるクロム鉱床の中で単一鉱体として100万トン以上

の規模のものはダアルドカバクギョラランケン

ジェルなど数えるほどでクPム鉱床のほとんどは数

万トンから数10万トンの規模のものである.

このようた事実はトノレコにおけるクロム鉱床がこの

地域の地質構造運動に著しく影響されていることを示

しておりM.T,A.研究所のクロム鉱床探査の方針

にもこのことがよく認識されている.

ここでトノレコのク回ム鉱床をもつと良く知るために

以下その代表的クロム鉱床について二三記述して

みることとする.

1)アナトリア北酉部(オルノ･ンエリタブシャンル

カパック鉱床群)

この地域はポントス区とアナトリア区の地質構造区

境界部位に分布するクロム鉱床群である.トルコで

は最も古く発見されたハノレマンシック鉱床などト

ルコでも有数のクロムの鉱産地として知られている.

西部アナトリアの古都ブルサ南方30～40良mオルハ

シェリ地域には超塩基性岩体が広範囲に分布してい

る.そしてこの岩体中には部分的にじゃもん岩化

されたダナイトｰノ･ルツバｰシャイト質岩体の存在も

知られている.そしてこれらの岩体の中に50～60

に及ぶクロム鉱体カミ胚胎されていることが古くから知ら

れている.クロム鉱体はこの母岩体の中に一般的に

走向NS傾斜50～80柳の母岩の構造に沿って板状

シュリｰレン状レンズ状などの形態を示して胚胎して

いる.

鉱体の規模は走向延長数10m鉱体の厚さ2～3mの

ものが多く稀に10m以上に達するものがある.し

たがって単一鉱体の埋蔵量は数万トン内外で大規

模のものでも数10万トンの域をこえるものは稀である.

品位はCr.O呂35～45%を示すものが多い.

鉱石はかんらん石と共生するクロム鉄鉱カミ多くこ

れらの組成鉱物は構造運動の影響により流理構造を

示したりまた後生的な熱水期の活動による菱苦土石細

脈により切られ母岩中に角閃石石綿などの生成され

ていることも多い.とくにこの地域の鉱床はオル

タテペ川付近のようにク回ム鉱床生成後の花闇閃緑岩

々体の貫入により母岩ならびに鉱石が熱変成を受けて

いることもよく知られている.とくにこのような熱

変成を受けた鉱石の場合クロム鉄鉱が磁鉄鉱により交

代され見掛けよりCr･03一品位が低下することも特長

的である.

第一次世界大戦前の3大鉱床の一つであったディル

ミサズ鉱床の分布するタブサンノレ地方にはこれまでに

25以上の鉱床が発見されている.これらの地方の鉱床

第5図
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第6図クレマン鉱山の地質鉱床略図(Wijkers1ooth原図)

は当時の有名なドイツのクルップや米国資本の会社によ

り稼行されたこともある.

最も有名なものはグァルディ鉱床でありドイツ系

のRbch1ingCo.により1900～1940年までの約40年間

稼行され約80万トンのクロム鉱を産出している.こ

の鉱床は弱いじゃもん石化作用をともなうハノレツバ

ｰシャイトの中にみられる走向ESE傾斜80Nの流

理構造の沿って胚胎しその形態はルｰフ型を呈し走

向方向に750～800m連続している.最盛時の採掘粗

鉱品位はCr20.40～45%手選鉱によりCr.0354%

内外とし出荷していたという.

当時の輸出鉱石の代表的なものは

千

�㈰㌀

䙥㈰�

卩�

(並鉱)1

48～50男

9～12%

8～14%

(特上鉱)(平均)

53～55%(5晩)

17～18%

2～3%

でありA120ヨ7～8%,Mg02～3%,Ca02～3%を

示していたという.

エスキジェヒｰル東方の有名なカパク鉱山は現在も

桂おトルコ鉱山会社により稼行され年間15万トン内

外のクロム鉱を採掘している大型鉱山である.

主要鉱体は20以上にもおよび同鉱山の埋蔵量は現

在もなお100万トン以上を確保している.

鉱床はカパク部落を中心として標高500～1,000m

の比高の間に20以上の鉱体が胚胎している.これ

らの鉱体の形態を分類すると

①煙突状

②シュリｰレンストックワｰク状

③シュリｰレン板状縞状

に別けられる.

またこれらのクロム鉱体は主として超塩基性岩体

のダナイト相に主として胚胎している.

これらの鉱体は後生的な菱苦土鉱や含水菱苦土鉱の

鉱脈により切られているが地域的には高温変成期の

あったことを示すウパロバイト(含クロｰムざくろ石)

やブノレ』サイトの存在も認められている.

このような鉱体の近くではクロム鉄鉱と含マグネシ

ヤ炭酸塩鉱物との共生はごく普通にみられまたクロ

ム鉄鉱の周辺部位の鉄分が高く怒る傾向を示す狂どの特

長がある.

カパク鉱山からの最盛時の精鉱品位は

�㈰㌀
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であった(BE0HENBERG,H.G.(1960)CENTO“TheChrome
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このカパク鉱山は個人企業体としてはトルコ最大

のクロム鉱山であり地下330m以上まで鉱床が連続し

ており埋蔵鉱量も200万トン以上確保されていると

されている.この周縁にはサザクカラガチザル

カヤテペなどの多数の小鉱体が標高1,000～1,300mの

位置にレンズ状鉱体のチェｰンをなして胚胎しているが

単一レンズの規模は鉱量にして数万トン内外のものが多

い.

2)アナトリア東部(クレマン鉱床など)

トノレコの代表的クロム鉱床の1つとして知られている

グレブン鉱山はチグリス川の流域有名なエルガニ銅

鉱山東方約20良m一の位置にある.

国営のエディバンク社により操業されている同鉱山は

1945～1952年の間に104万トン出鉱し87万トン出荷

されたとM.T.A.報告に記載されている.当時の

最高年間出鉱量は1949年の約20万トンでこの大部分

が塊鉱Cr･O･50～52%の金属用として出荷されてい

る.現在の出鉱量は平均年間10万トンである.

クレマン鉱山のクロム鉱床は走向2km以上にも連続

するものがあるが小型鉱床もその周辺に点在し鉱�
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床の概略の分布方向はWNW-ESEを示している.

これらの鉱床群を大別して

①サイシン鉱床群

②南北方向上位鉱床離

③ドシン鉱床群

④サイベルキヨララン鉱床群

となっている.

①サイシン鉱床群は同鉱山中で最もロｰプウ

エイ起点近くのもので鉱山として最もはじめに開発さ

れ過去約5万トン出鉱しているが現在は殆んど稼行

されてい恋い残存埋蔵鉱量は数万トンといわれている.

②南北方向上位鉱床群は同鉱山の比較的高

位に胚胎するもので北方に向って鉱床は高位に移っ

ている.一般的にMgに當むクロム鉱石を産出し

HEL醐,ん(1938.1955)により下記のごとき鉱石分析

品位が示されている.

�㈰㌀
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③ドシン鉱床群はクレマン鉱山最大の鉱床で

主鉱体と二三の群小鉱体から構成されている.

主鉱体は厚さ20㎜以上の水平的な鉱層状を示して

いるが鉱層の周辺部は不規則な境界を示し時には

つり針状に響曲突出したりするころもある.さらに

主鉱体にとも狂う群小鉱体群はレンズ状をなして主

鉱体の北側に多く分布している.このような小レンズ

鉱体は一般に主鉱体より高品位でCr.O島55%以上に

も達する場合がある.WIJK囲sLO0丁亘(1947)による主

鉱床の分析品位は

Cr星08

���

���

���

下記の通りである.
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④サイベルキョララン鉱床群は口』フウ

'エイ起点から南東方約2km一の位置にある大型鉱床で

既に100万トン以上のクロム鉱が採掘されている.

1956年重力探査で発見された鉱体はほぼ30万トンの

規模のもので探査の結果さらに新鉱床が発見される

可能性の大きい地域もある.しかしこれから発見さ

れるものは既知のものに比較して品位の低いものが多

くなるf頃向がある､

クレマン鉱山全域の鉱石についてみると既述のサイ

シン鉱床群のものを除いて大むね高品位粗粒塊状

にて出荷可能のものが多く平均してドシン鉱床群

Cr･0349～50%ギョララン鉱床群Cr･0351～52%と

出鉱粗鉱品位が高い.

第8箇ダナイト岩中に層状に胚胎するク洞ム鉄鉱および不親貝1』柱形でダナイト岩中に腔

胎する合クロム鉄鉱鉱体(グい#ン鉱山)

策?図

クレマン鉱山周辺の探鉱坑道�
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レンズ不親則塊団塊だとの変型された鉱床を形成し

鉱床の規模も著しく変化している.

以上のようにクレマン鉱山のエテイバンク社による

操業は主として1945年の第2次世界大戦後であるが

しかしこの地域のクロム鉱石は古くから操業されてい

たエルガニ銅鉱山熔鉱炉の炉材用としてその鉱染状

母岩が使用されたようである.

3)トロス西部

トロス山脈の西部地質構造区でアナトリア区とトロ

ス区との境界付近にはマルマリスｰブルト]ルに至る

約200kmを底辺とする三角形の地域内に広範囲に

わたって超塩基性岩体が分布している.そしてこ

の岩体の中に100以上に及ぶクロム鉱床露頭が点在し

トルコの個人企業鉱山のみならず国営エテイバンク杜

による探鉱開発が進められておりトルコとし一でも有

望クロム鉱床区の一つとなっている.

クロム鉱床はかんらん岩を主とする超塩基性着体中

の流理構造などに従って走向EWNE～SW場合に

よりNS方向に伸長する方向に発達している.

鉱床の形態はシュリ]レン状レンズ状塊状パ

イプ状ところにより鉱染状で母岩に漸移する.また

構造運動により影響をうけていることも多く大型鉱床

に乏しく最も多いものは埋蔵鉱量として数万トンか

ら10数万トンのものカミ普通である.

品位はCr20339～50%Fe013～18%M9010～

20%と変化にとみ鉱体ごとの変化が著.しいほかに

MgOの含有が多い特長がある.またこの地域でもマ

ノレマリスに近い東部海岸地区のクロム鉱石はダナイト

岩中に薄い層状の縞をなして月丞胎しクロム品位は一般

的にあまり高くはないがA1.O｡の含有がMgOの含有

に比較して高く20%以上にも達するものがあり窯業

用炉材原料としての用途に適している.

代表的粗鉱石の分析値は下記のようである.

1･･…1…1･i･･1･l1･･lM･･1･･/･･
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/窯業用

(M.T.A.分析)

地中海津口｣ドス島の東村痒に面するフェティエ付近

には多数の低品位クロム鉱床が胚胎しているが比較的

知られているものはハルマンジックウチキョプリウ

などがある･この中でエディバンク社にて稼行され

ているウチキョプリゥ鉱床についてのべるとこの鉱

床はNS方向のかんらん岩体中の構造に沿ってクロ

ム鉄鉱濃集部が縞状帯に発達する鉱石より構成されてい

る.傾斜は一般に東方に急傾斜を示しており走向方

向に250m以上2～6mの鉱石幅をもって胚胎してい

る.

含クロム角閃石とクロム鉄鉱との共生が特長的である

とKAムD酬等(19591960)によって報告されている.

当時の出鉱鉱石品位はCr.0346.8%Fe013.26%

Cr/Fe値は3.1であったといわれる.この付近には

さらに多数の露頭が発見されておりエディバンク社の

他民間企業の手により開発が進められているが鉱石

孔

℀

い〃伊ムｰル

トロス西部の地質図

ユ.更新世～第四紀堆積層

2.中新世申後期堆積層

(アンタルヤ盆地)

3.漸新世一中新世前期堆

積層(主としてトロス

礫岩層)

4.かんらん着

5､デッケ(始新世中期

Nummu1ites巻貝二

枚分旅ど多産する石灰

塔層)

δ､衝土石灰質フりツジ

凧棚

7.ノ､デイ主㌔'くイジ･コニ1二

8.ア:ノ

9.■1亡郊中新世堆積煽

中生代炭酸塩質岩蟻

11､アラニャマシフ

12.サルタン山マシフ

王3.メンデルスれ一ツを被

覆する変成岩層(系締

片姶大理石泳占ビ)

王雀.メンチル汎叩ジフ州ボ

麻岩体

(J.H.B帥繊割こJ:る

地質図1971)�
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50km弓三テ旬

凹クロム払底･一'･･盆休伸正方向日主国郡市

田鮪亘“己火山岩

第13図トロス西部のクロム

6δ

乙

鉱床

舎

'榊

第14図

イジュケンデルン地域の地質とクロム鉱床賦存超塩基性岩体

(50万分の1Hatay図幅)

としては｡r/Fe値2≧3の低品位のものが多くま

た鉱石中にNiO品位O.2～0.3%内外の含有を示すもの

も多く知られている.ただ低品位のものの中にA1.O｡

の含有率の高いものは窯業原料用として現在稼行され

ているが今後の問題として低品位クロム鉱の選鉱技術

の開発利用が大きな課題となっている.

笠“1仙1･一一

↑

〃

⊥.

0凡例

国第三紀玄武岩

囚中新世

[コ始新道

固上部自亜紀

ギ

踊超塩基性砦

吻シルルｰデボン紀

醐カンブリア紀

睡雷プレカンフリア紀

[コ断層

イジュケンデルン

◎

〃｡

肋

､キウルタハン

4)トロス東部

地中海岸のトロス山脈中にはメノレシンポザントゥ

その他イジュケンデルン東部アマノス山脈に沿って

広範囲に超塩基性岩体が分布している.

ポザントウ付近ではNE-SWの方向に伸びる約100

kInにわたる超塩基性岩体の分布が従来しられていたが

クロム鉱の最初の発見は1948年すなわち第二次世界

大戦後であった.

クロム鉱床露頭は非常に多いがいずれも小規模のも

のが多く著しい構造運動による岩体の断裂と共に鉱体

も変形しているため大規模の鉱山開発がむずかしく

大半の鉱石は個人小企業の手により開発されているの

が現状である.鉱石の性質としてはシュリｰレン状

縞状レンズ状のものが多い.ただこれらの鉱石の

濃集部はCr20350%以上の高品位部を形成し1鉱床

あたり数1,000トンから数万トンの単位で稼行され

ているが地殻変動による断裂カミ多いため低品位部か

ら高品位稼行対象鉱石に対する探鉱作業がむずかしく開

発があまり進んでいない地域である.

第15図マラシュ南方地域のかんらん岩分布地域は比較的よく開析さ

れ準平原に近くまたクロム鉱床は層状に胎胚するため探

鉱は困難である.

第16図トロス山脈東部㌣ラシュ市南方のかんらん岩中に胚胎するクロム鉱

床探鉱現場水平的に胚胎するクロム鉱層のため今後は試錐による

探査が行なわれる予定�
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イシゲンデルン東方アマノス山脈の超塩基性岩体に

も広範囲に超塩基性岩体が分布している.この地域

のかんらん岩体中には従来か･ら数多くの小規模鉱体

の分布が知られているが大規模の鉱床は知られてい

ない･1Ml.T.A.の文献によっても数1,000トンから

せいぜい!万トン内外の鉱石が鉱体ごとに採掘され

低品位のものはそのまま放置されている.

最近M.T.A.では数年間にわたりこのナマノス

山脈の超塩基性岩体中のクロム鉱床また上部白亜紀の

オフィオライト帯中に胚胎する銅硫化鉄鉱床の探鉱を組

織的に実施することを計画し1975年かξ･実施している.

従来の報告ではメルシンアダナおよびイシゲンデル

ン地域の鉱石は低品位のものが多く部分的には窯業

原料用として使用されるものが分布しているとされてい

るがアルマリスフェティ付近と同様選鉱技術の組

織的研究により有効利用の道が開ければトルコとして

も立地条件の良い有望鉱床区の1つに数えられることは

明瞭である.

なおトルコにおいては国営エディバンク社により

クロム鉱の選鉱処理設備のほかフェロクロ｣ム工場の

建設が行なわれ麗に地中海沿岸のアンタルヤにおい

ては操業が行なわれている.また現在目本企業

の技術提供によるフェロクロｰム工場がトルコ中央

部エラズ付近に建設されている.とくにエラズ周辺

にはトルコ最大のケバンダムがほぼ完成しこの豊富

な電力を利用して第三次5ケ年計画の重点目標とされ

ている“東部アナトリアの産業投資"の一貫としてこ

の地域の鉱工業を中心とする産業開発が徐々にではある

が進展しておりこの地域の鉱物資源の開発が注目され

ている.
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第18図ノ･ルマ:ノシック鉱山選鉱場と精鉱(粗鉱処理量150t/目)鈴木氏提供

第17図トロス山脈東部マラシュ市南

方のクロム鉱床探鉱現場

第ユ9図トロス東部アマノス山脈中に点在するクロム鉄鉱露頭(クロム鉄鉱ノジュｰル

カミタナイト中に点在する)�


